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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 62,217 15.3 1,609 24.3 1,466 17.0 749 △14.7
22年3月期第3四半期 53,963 △24.1 1,295 △0.9 1,252 7.8 878 103.3

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 86.44 ―
22年3月期第3四半期 101.36 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 37,057 22,497 60.7 2,595.96
22年3月期 38,324 22,326 58.3 2,576.16

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  22,497百万円 22年3月期  22,326百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
23年3月期 ― 15.00 ―
23年3月期 

（予想） 15.00 30.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,000 17.9 2,000 13.4 1,950 10.8 1,250 8.1 144.23



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）2ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 9,086,755株 22年3月期  9,086,755株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  420,227株 22年3月期  420,074株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 8,666,617株 22年3月期3Q 8,666,701株
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第3四半期(平成22年10月1日～平成22年12月31日)のわが国経済は、前四半期から継続する円高及び米国・中国の景気減速感に

よる輸出・生産の鈍化と、エコカー補助金終了等による消費の大幅な落ち込みにより、企業業績の先行きも一層不透明感を増し景

気の二番底の現出も懸念される状況となりました。これを受けて政府の緊急総合経済対策の決定に加え日銀は包括的金融緩和の実

施を決定しましたが、これらの政策効果が景気浮揚に繋がるかどうかが注目される年越しとなりました。 

こうした状況下、当社グループは顧客の海外シフトを含めた海外商談増加による伸長及び新規顧客の開拓に取り組み業績の確保

に努め、売上高は622億17百万円（前年同期比15.3%増）となりました。 

 

利益面では、売上原価579億25百万円を控除した売上総利益は42億92百万円(前年同期比11.5%増)となり、人件費15億97百万円を

中心とする販売費及び一般管理費は26億82百万円であり、結果営業利益は16億9百万円(前年同期比24.3%増)となりました。 

 営業外収益及び費用では円高の影響による為替差損2億23百万円の他、仕入割引56百万円等を計上した結果、経常利益は14億66

百万円（前年同期比17.0%増）となりました。 

 特別利益及び損失の主なものでは、投資有価証券評価損2億32百万円等が計上された結果、税金等調整前四半期純利益は12億17

百万円となり税金費用を控除した当四半期の四半期純利益は7億49百万円（前年同期比14.7%減）となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 日本 

液晶デバイスの売上を中心に売上高は276億10百万円、営業利益は8億90百万円となりました。 

② アジア 

液晶モジュール向けデバイスの売上を中心に、売上高は346億7百万円、営業利益は6億82百万円となりました。 

(注)第１四半期連結会計期間からセグメント別の業績を記載したため、各セグメントの対前年同期比の計数は記載しておりません。 

また、各品目別の概況は次のとおりであります。 

(液晶デバイス) アミューズメント向け液晶デバイスは堅調に推移し、デジタルカメラ向け小型液晶の販売増加により

売上高は203億36百万円となりました（前年同期比13.5%増）。 

(半導体・集積回路) 液晶テレビ用デバイスは増加しましたが、アミューズメント用光半導体の減少により売上高は98億43

百万円となりました（前年同期比7.8%減）。 

(電子部品・その他) デジタルテレビ向けチューナーモジュールは低迷しましたが、海外子会社における液晶モジュール向

けデバイスの伸長により、売上高は315億61百万円となりました（前年同期比27.9%増）。 

( 生 産 ) 自社製品であるバックライトは、携帯電話向けの減少により、売上高は4億75百万円となりました（前

年同期比31.6%減）。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第3四半期末の連結総資産は、370億57百万円（前連結会計年度末対比12億67百万円、3.3%の減少）となりました。 

資産では、受取手形及び売掛金190億54百万円を中心とする流動資産が332億25百万円で、総資産の89.7%を占め、固定資産38億

31百万円が残りの10.3%を占めています。 

一方、負債合計145億59百万円(前連結会計年度末対比14億38百万円、9.0%の減少)のうちでは支払手形及び買掛金72億88百万円
と短期借入金44億18百万円がその主なものとなっています。 

純資産の部では、純資産合計は224億97百万円、前連結会計年度末対比1億71百万円、0.8%の増加となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

当第3四半期の経営成績は四半期純利益の項目を除き平成22年5月13日公表の「平成23年3月期の連結業績予想」(通期)の計画を

順調に消化しており、通期の業績予想は変更しておりません。特別損益及び税金費用については今後の市況により影響を受けるも

のと見られ、業績予想の修正が必要となる場合は適時開示します。 
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２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

該当事項はありません。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１．会計処理基準に関する事項の変更 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）及び「資産

除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用しております。 

これにより、営業利益、経常利益はそれぞれ1百万円減少しており、税金等調整前四半期純利益は15百万円減少しておりま

す。 

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は22百万円であります。 

２．表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書) 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式及び

作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年3月24日 内閣府令第5号）の適用により、当第3四半期連

結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 
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３【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,797 8,749

受取手形及び売掛金 19,054 16,630

商品及び製品 6,147 8,651

仕掛品 4 5

原材料 29 25

その他 266 376

貸倒引当金 △75 △76

流動資産合計 33,225 34,362

固定資産   

有形固定資産 1,897 1,892

無形固定資産 63 11

投資その他の資産   

その他 1,994 2,431

貸倒引当金 △124 △374

投資その他の資産合計 1,870 2,057

固定資産合計 3,831 3,961

資産合計 37,057 38,324

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,288 9,238

短期借入金 4,418 3,390

1年内償還予定の社債 620 620

未払法人税等 143 333

賞与引当金 89 151

役員賞与引当金 29 22

その他 397 284

流動負債合計 12,987 14,041

固定負債   

社債 310 620

退職給付引当金 437 533

資産除去債務 5 －

負ののれん 390 437

その他 427 365

固定負債合計 1,571 1,956

負債合計 14,559 15,997
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,086 3,086

資本剰余金 3,126 3,126

利益剰余金 17,676 17,187

自己株式 △571 △571

株主資本合計 23,318 22,829

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 280 248

繰延ヘッジ損益 － 1

為替換算調整勘定 △1,101 △753

評価・換算差額等合計 △820 △502

純資産合計 22,497 22,326

負債純資産合計 37,057 38,324
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 53,963 62,217

売上原価 50,114 57,925

売上総利益 3,849 4,292

販売費及び一般管理費 2,554 2,682

営業利益 1,295 1,609

営業外収益   

受取利息 4 6

受取配当金 13 17

仕入割引 67 56

負ののれん償却額 46 46

その他 9 17

営業外収益合計 141 144

営業外費用   

支払利息 62 43

為替差損 94 223

その他 27 20

営業外費用合計 184 287

経常利益 1,252 1,466

特別利益   

償却債権取立益 － 6

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 33 －

貸倒引当金戻入額 10 2

特別利益合計 43 9

特別損失   

早期割増退職金 33 －

固定資産売却損 － 7

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 － 232

投資有価証券売却損 22 －

減損損失 3 －

会員権売却損 － 0

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 14

貸倒引当金繰入額 － 2

特別損失合計 59 257

税金等調整前四半期純利益 1,236 1,217

法人税、住民税及び事業税 243 267

法人税等調整額 114 200

法人税等合計 358 468

少数株主損益調整前四半期純利益 － 749

四半期純利益 878 749
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（３）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（４）セグメント情報等 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第3四半期連結累計期間（自 平成21年4月１日 至 平成21年12月31日） 

電子部品販売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも

90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第3四半期連結累計期間（自 平成21年4月１日 至 平成21年12月31日） 

 
日本 

（百万円） 

アジア 

（百万円） 

計 

（百万円） 

消去又は全社 

（百万円） 

連結 

（百万円） 

売上高      

(1)外部顧客に対する売上高 25,439 28,523 53,963 - 53,963

(2)セグメント間の内部売上高又は振替高 6,065 337 6,403 (  6,403) -

計 31,505 28,861 60,367 (  6,403) 53,963

営業利益 684 568 1,252 42 1,295

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア・・・香港、台湾、シンガポール等 

 

【海外売上高】 

前第3四半期連結累計期間（自 平成21年4月１日 至 平成21年12月31日） 

 アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 15,032 7 15,039 

Ⅱ 連結売上高（百万円） - - 53,963 

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割

合（％） 
27.9 0.0 27.9 

 （注） １．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

アジア・・・香港、台湾、シンガポール等 

その他・・・オーストラリア等 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

    当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績

を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、国内外で電子部品の販売をしております。したがって、当社グループは販売体制を基礎とした地域別のセグメントか

ら構成されており、「日本」、「アジア」の２つを報告セグメントとしております。 
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

     当第3四半期連結累計期間（自 平成22年4月1日 至 平成22年12月31日） 

                                                       （単位：百万円） 

 報告セグメント 

 
日本 アジア 計 

調整額 

(注)１ 

四半期連結損益計

算書計上額 

(注)２ 

売上高      

外部顧客への売上高 27,610 34,607 62,217 - 62,217

セグメント間の内部売上高又は振替高 6,783 612 7,396 ( 7,396) -

計 34,393 35,220 69,613 ( 7,396) 62,217

セグメント利益 890 682 1,572 37 1,609

   （注）１ セグメント利益の調整額37百万円は、主にセグメント間取引の消去によるものであります。 

            ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

      

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

 

（追加情報） 

   第1四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年3月27日）及び「セグメント

情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年3月21日）を適用しております。  

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 
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